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黒鉛粒数増加手法を用いて各種合金元素を多量添加することに 

より鋳放しにおいても 1000MPa 程度の引張強さを有する高強 

度球状黒鉛鋳鉄を開発しました． 

 

球状黒鉛鋳鉄溶湯へ希土類元素の添加やインモールド接種を行うと黒鉛粒数が増加し，金属

組織が微細となります．本技術を用いることにより，チル化傾向を増加させる合金元素の大量

添加が可能となり，従来にはない性質を有する球状黒鉛鋳鉄を製造できると考えられています．

本シーズではマンガンと銅を多量添加し，1000MPa 程度の引張強さを有する球状黒鉛鋳鉄を開発

しました．本材料の金属組織は黒鉛粒数を増加させた微細パーライトになっています． 
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            強度を必要とする各種構造材料（自動車部品，建築部品，機械部品

等）への応用が可能．各種高強度鉄鋼材料の代替が可能． 
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